
研究の狙い
　伝送路シミュレーションを使用せずに高速デジタル回路の基板設計を行えるようにする。

研究の概要
　近年のデジタル回路は、DDR3やPCI-e GEN2などの使用により、伝送速度が高速化している。
　そのため、事前に伝送路シミュレーションを行い、その結果を基板設計に反映し、基板を製作
することが多くなっているが、シミュレーションの設備や実施は、費用と日数の面で負担となる。
　そこで、弊社では、埼玉県産業技術総合センターとの共同研究でのデータを基に社内設計ルール
を確立し、シミュレーション無しで、DDR3や、PCI-e GEN2のような高速デジタル回路を含む基板の
設計を行えるようにしました。

研究データ
　右図は、埼玉県産業技術総合センターとの共同研究で実
際に評価用基板を製作し、測定を行ったデータの一部で、
クロストークに関するものとなります。
　右上図は、2本の並行するパターンの間隔の違いで、高速
デジタル信号の遅延がどのように変わるかを表しています。
　右下図は、2本の並行するパターンの並走区間の距離の
違いで、高速デジタル信号の遅延がどのように変わるかを
表しています。
　これらの共同研究の結果を基に社内の設計ルールを確立
することで、シミュレーション無しでも精度の高い基板
設計を行えるようにしました。

設計例
仕様
●　CPU：PEZY-1プロセッサ　FCBGA 40x40mm 1,517pin
　　　　　　搭載制御用CPU：ARM926x2
　　　　　　動作周波数533MHz
　　　　　　キャッシュメモリ：6MByte
　　　　　　消費電力：40Watt
●　PCI-ExpressGEN2x4 6ch
　　　　　　帯域2GB/sec.*6ch=12GB/sec.
●　DDR3 1333MHz 64bit 4ch
　　　　　　最大容量16GB、最大帯域42.6GB/sec.
●　基板：FR-4 16層IVH（1-8層、9-16層）
　　　　　　板厚1.6mm（カードエッジ部は、1.57mm）
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